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　特集は先月に引き続き， 今月も「失われゆく情報の復元・保存技術」（ゲストエディタ山田奨治）
である．前回は復元が中心であったのに対し， 今回は保存技術に重点をおく．
　新シリーズ「ITルネサンスのために : ヒューマンインタフェースの復権を」が始まる．マルチメ
ディアとインターネットで家庭にも ITルネサンスが到来したが，劣悪HIをなんとかしたいという
のが，シリーズの狙いだ．初回は天野真家の「新たな概念に対する人間の認知能力 : 操作とコード」．
初めてワープロを操作したタイピストは文字コードは分かったのに，復帰改行の意味は理解できな
かったという話．編集子の場合は小学生のころ，印刷電信機が恐ろしい速さで英文を印字し，目に
もとまらず素早く次行へ進むのに驚くが，紙テープにCRLFが入っているのを知る．左様な経験の
ため，計算機時代になってもまったく違和感なし．
　歴史特別委員会による「日本の情報処理技術の足跡」の連載も始まった．これもたまたまワープ
ロに縁があって，最初は「漢字・日本語処理技術の発展」のうち2編，浦城恒雄による「日本語の
入出力と処理」と小林龍生による「仮名漢字変換技術」である．これらはワープロの要素技術に過
ぎず，「ワープロ」それ自身については，来月あたりを期待されたい．
　なお歴史特別委員会は学会のホームページに「コンピュータ博物館」を公開中．ぜひご覧あれ．
　ブロードバンド，常時接続の普及につれ，セキュリティ対策はますます重要になりつつある．「情
報セキュリティの動向とトータルセキュリティソリューション」（金野千里）には9つの対策が詳述
してある．ひとごとと思わず，ぜひお読みいただきたい．世の中なんでこんなにセキュリティホー
ルだらけなのか．システムが複雑怪奇になってきて，だれにもどこがどうなっているか掴めなくな
ったからだとは分かっていても，すでにどうすることもできず，クラッカーとのイタチごっこを繰
り返すだけになっている．いつサイバーテロが起きても不思議なし．
　セキュリティもさることながら，HDDにたまる一方のファイルもやがて問題を引き起こすであろ
う．「コミュニケーションに埋もれた知識を活用するコミュニティウェア」（梅木秀雄）は，いわば
ファイルの超整理法である．受信したメイルを，すべて返信に引用する悪習もあるので，メイル長
は単調増加する．それまでのやりとりが全部含まれているなら，最後のメイルだけ保存すればよい
のだが，どれが最後になるか分からぬから，途中のもすべてとってあるわけだ．
　相崎裕恒が担当したとっきょの話「「プレゼンテーション」としての特許出願」では，「特許請求
の範囲」や「発明の詳細な説明」などの「明細書」が実は審査官や裁判官に対するプレゼンテーシ
ョンであるとの立場で，それらを書く場合の心得が説明してある．
　プログラム・プロムナードは寺田実の「六角形の組合せ」．蜂の巣上に連結して並んでいる六角
形群の多様な記述のうち，同じものはどれかという問題． 四角でないだけに工夫が必要．
　先頃始まった住基ネット（もっと上品な省略はないのかね）が新聞テレビで喧しいが，「アメリカ
ITまわりの話題」では宮川晋が SSNのお話を書いている．
　名著名論は有本卓が Shannonの通信理論，和田英一が von Neumannの自己増殖機械を紹介．
いうなればスーパー名著の揃い踏みとなったが，これでこのコラムが終わるわけではない．コラム
は続くよ，どこまでも，野を越え，山越え，谷越えて，…
　萩谷の「研究会たより」はいつも原稿が滑り込みセーフ状態なので，この目次では最近無視して
いるが，9月号の「情報の分野は学問の粒度が大きく，ベーシックサイエンスである」の意見には
大賛成ぢゃ．（jrh）
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